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研究成果の概要（和文）：本研究は、日本人英語学習者の英文読解における単語の再注視に焦点を当て、再注視
が起こる要因（単語および読み手の特性）と、単語認知方略（ローカル／グローバル）の関連について調べるこ
とを目的とする。明らかとなったことは以下の通りである。英文読解時の眼球運動データの分析結果、単語の特
性に関して、語長と使用頻度は単語における再注視、注視位置と注視時間に影響を及ぼし、単語認知方略を左右
することを再確認した。読み手の能力・特性に関しては、英語学習者の英文読解力と読解力構成技能、情意的な
要因、そして読解方略のメタ認知も再注視が起こる要因として特定し、これらの要因が単語の認知方略に影響を
及ぼすことを示唆した。

研究成果の概要（英文）：With special focus on refixations, the present study investigated the 
factors influencing refixations and its relationship with word recognition strategies (local 
strategy or global strategy) during second language (L2) reading. The main findings are as follows. 
Based on the analyses on the eye-movement data, the effects of word length and word frequency on 
refixations and word recognition strategies during L2 reading were reconfirmed. With respect to the 
reader-related factors, the results showed that not only L2 reading skills and reading subcomponent 
skills, but psychological attributes as well as metacognitive awareness of reading strategies also 
have influence on refixations and choices of word recognition strategies.

研究分野： 第二言語習得

キーワード： 英文読解　単語認知　英語学習者　眼球運動　方略　予測度　情意的要因　読解力構成技能
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は第2言語の読解における眼球運動に関する指標―再注視―を焦点に、日本人英語学習者の英文読解時の
単語認知方略に関する要因を特定することにより、日本人英語学習者の読解メカニズムの解明に貢献できた。な
お、本研究成果を通して、効率的な読み方に関連する要因を特定することにより、日本人英語学習者がどのよう
にすればより効率的に英文を読めるようになれるのかについて教育的な示唆を示した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 

１．研究開始当初の背景 

 読みに際し、読み手の視線がテキスト内の単語に置かれてから離れるまでに、1 回しか注視さ
れない単語もあれば、2 回以上の注視、つまり再注視（refixation）が行われる単語もある。こ
うした再注視は、より処理困難な単語に頻繁に行われ、単語処理の効率を下げる。単語処理の困
難度は、①単語の語長及び使用頻度のようなボトムアップ処理に関わる情報と、②文脈情報が作
用することで、単語の予測度(予測しやすさ)が高まるようなトップダウン処理に関わる情報に
依存する（Rayner, 1998）。一方、再注視は、読み手の読解に関連する能力にも関係する。読解
力構成技能(例：音韻符号化能力)が低い場合には上記した単語の処理困難度が相対的に高く、よ
り頻繁に再注視を行う（Kuperman & Van Dyke, 2011）。 
 Hawelka et al. (2010) は、Coltheart et al. (2001) の 2 重経路モデル（非語彙ルートか
語彙ルート）に基づき、単語の再注視とその注視位置は、読み手が次の単語を読む前に計画した
単語認知方略（ローカル方略かグローバル方略）が反映すると考えている。図 1a で示している
ローカル方略では、2 重経路モデルでの非語彙ルート（書記素‐音素対応規則で単語の視覚情報
から音韻情報を組み立て意味情報を取得）に該当する経路で、読み手が視力が低い傍中心窩視で
捉えた次の単語“schedule”の先頭に近い位置を狙い、そして高い確率で再注視を行い、複数回
の注視で左から右へ単語を直列に処理するのに対し、図 1b で示しているグローバル方略では、
語彙ルート（単語の視覚情報を 1 つのまとまりとして正書法と音韻、意味情報を取得）で、読み
手が傍中心窩視で捉えた“schedule”を、1 つの注視で、かつ、視力の最も高い中心窩視の真ん
中でより多くの視覚情報を処理できるように、次の注視を“schedule”の中心位置に狙う。 
 

 

図１ ローカル方略（1a）およびグローバル方略（1b） 

 
 まとめると、読みに関する能力の発達に応じ、読み手は、単語の認知方略はローカル方略から、
より効率的なグローバル方略へ移行し、結果として単語への注視回数が減少し、読解速度の向上
に繋がることが示唆される。 
 第 2 言語(L2)の研究では、再注視は、眼球運動計測を用いた数多くの研究において測定値の 1
つとしては使用されているものの、再注視に焦点を当てて、再注視と読み手の言語能力および単
語認知方略との関連を調べる研究は稀である。de León Rodríguez et al. (2016) は、L2 習熟
度は注視回数と注視位置に影響し、単語認知方略を決定づけると報告しているが、de León 
Rodríguez et al. (2016) は文レベルでの読解課題を実施していないため、文レベルでの読み
にまで一般化するには限界がある。どのような要因が文レベルでの読解時における再注視およ
び単語認知方略に影響を及ぼすかに関して、これまで包括的に調べる研究はまだない。 
 
２．研究の目的 

上記したように、読解時の単語認知方略は、読み手の読解時の再注視および視線が留まる位置
のような眼球運動と関連すると報告されているが、L2 研究に関してはまだこれから研究を重ね
る必要がある。本研究は、日本人英語学習者の英文読解における再注視に焦点を当て、再注視が
起こる要因（単語および読み手の特性）と、単語認知方略（ローカル／グローバル）の関連につ
いて包括的に調べることを目的とする。単語の処理困難度に関しては、本研究では単語の語長・
使用頻度に加え文脈効果も考慮し、より自然な英文読解における単語の認知方略に関わる要因
を特定する。そのため、文脈効果に関する要因―単語の予測度―に関する調査を行う。なお、読
み手の特性に関しては、本研究ではより多くの種類の読解能力に関する指標を使用し、これまで
注目されていない情意的な要因（例：自己効力感）および読解方略のメタ認知の効果も分析対象
とする。 
 
３．研究の方法 
(1) 読解時の眼球運動データ―リーディング・コーパス―の利用 

本研究は、実験項目に対する操作・統制を厳密に行わず、大量なテキストの読解における眼球
運動データ（リーディング・コーパス）を分析する手法―Corpus-Based 分析法―を利用する。
本研究で利用するリーディング・コーパス（以降、R.Corpus）は本課題の代表者の過去の研究課
題（JSPS 科研費 JP25770203,JP16K16887）で収集した約 30 万語の日本人英語学習者と英語母語
話者が英文を読む際の眼球運動データである。図 2 は、R.Corpus で使用した実際の例文と、そ
れを読んだ学習者 1 人の眼球運動を示している。 



 図 2  R.Corpus で使用した英文とその眼球運動の例（丸は注視位置、数値は注視時間を示す） 
  

 R.Corpus では、実験参加者はすべて大学生および大学院生である。学習者の読解能力および
読解力構成技能においては、すでに複数の種類（英文読解能力、語彙サイズ・深さ、文法能力、
音韻符号化の能力、スペリング力、ワーキングメモリ）のテストを用いて測定したほか、不安
(anxiety)や自己効力感(self-efficacy)のような情意的な要因もアンケートで調査を通して測
定した。なお、学習者の英文読解における読解方略のメタ認知について、The Metacognitive 
Awareness of Reading Strategies(Mokhtari & Reichard, 2002)によるアンケート項目を利用
し測定した。実験文に関しては、各単語の語長や使用頻度、共起頻度などの情報もすでに記録し
ている。 

R.Corpus のデータに基づく分析は主に線形混合モデルおよび一般化線形混合モデルを用いて
行う。単語の処理困難度および読み手の能力・特性に関する要因が文レベルでの読解時の単語の
認知方略に関わる眼球運動指標(再注視、視線が留まる位置および他の関連指標)に及ぼす影響
を明らかにする。 
 
(2) Cloze テストによる単語の予測度の調査 
 R.Corpus では、単語の予測度に関しては情報が不十分であるため、本研究は R.Corpus で使用
した実験文における単語の予測度の情報を補完できるよう、R.Corpus で使用した実験文に関す
る Cloze テストを行う。実験文に出現する単語の予測度は、眼球運動計測実験への非参加者を対
象に Cloze テストを実施して推定するのが一般的である(Rayner & Well, 1996)。たとえば、“We 
went swimming in the pool after lunch.”に含まれる単語“pool”の文中における予測度を推
定する場合、“We went swimming in the _____” という英文の一部を提示し、最初に思い浮か
ぶ単語を参加者に記入してもらい、複数の参加者が"pool"と解答する確率から予測度を推定す
る。 
 
４．研究成果 

主な研究成果は以下の通りです。 
 
(1) 単語の特性、英語学習者の読解力と自己効力感が単語認知方略に及ぼす影響 
 単語の特性、日本人英語学習者の読解力と自己効力感が単語認知方略に及ぼす影響について、
日本人英語学習者が英文(120 文)を読む際の眼球運動データをもとに分析を行った。単語の特性
に関しては、語長および単語の使用頻度(Balota et al., 2007)を用いた。英文読解力の指標と
して、英文読解力テスト(Edinburgh Project on Extensive Reading テスト)のスコアを利用し
た。一方、情意的要因としての自己効力感とは「行動を計画・実行する能力について人が持つ自
己評価」であり、自己評価が高いことで外国語での読解にも良い効果がある（Mori, 2002）。測
定指標として Mori(2002)の項目によるアンケート結果を用いた。 
 分析では、線形混合モデルを用いて、単語の特性、学習者の英語読解力、自己効力感が学習者
の眼球運動に関する指標―注視の回数(再注視と関係する指標)、初回注視位置(視線が単語に留
まる位置に関する指標)、凝視継続時間(単語における注視時間に関する指標)―に及ぼす影響を
調べた。 

分析の結果、英語母語話者を対象とした先行研究の結果と一致し、単語の特性が 3 つの英文読
解時の眼球運動測定値(注視の回数、初回注視位置と凝視継続時間)、すなわち、読解時の単語認
知方略に影響を及ぼすことがわかった。なお、学習者の読解力と自己効力感は他の要因(例：単
語の特性)に依存しながらも、読解時の単語認知方略への影響が観察できた。読解力が低く自己
効力感が低い読み手より、読解力が高く自己効力感が高い読み手は、より処理困難な単語を読む
際にグローバル方略を取り、効率よく単語を処理しながら読みを進める傾向であることが明ら
かとなった。 
 本研究の結果は、英文読解には読み手の英語読解力のみでなく、情意的側面も単語の認知方略
およびその効率を影響する一要因であることを示した。自己効力感のようなポジティブな感情
は過去の読解経験に依存する。ゆえに本結果は、いかに外国語の授業活動を通して、学生が外国
語に対してポジティブな経験を持つかが重要であることを示唆した。 

本研究成果は学術論文(Leung, Mikami, & Yoshikawa, 2019)を通して発表した。 
 
(2) 単語認知方略と読解力構成技能の関連 

研究成果(1)の分析結果では英文読解力も文レベルでの英文読解における単語認知方略へ影響
する要因の 1 つであることが明らかになったものの、英文読解力は、複数の読解力構成技能で支
えられている上、それらは互いに関連しあっていると捉えられているため、L2 読み手の単語認
知方略の効率化に繋がる読解力構成技能を特定することは難しい。音韻符号化能力が英語母語
話者の単語認知方略に影響する要因として報告されていることから(Kuperman & Van Dyke, 



2011)、本研究では、日本人英語学習者の読解力構成技能である音韻符号化能力が読解時の眼球
運動(再注視率、初回注視位置、凝視継続時間)への影響を調べた。 

学習者が読んだ英文は、Schilling, Rayner, and Chumbley（1998）の実験文の一部である合
計 24 項目であった。なお、学習者の語レベルの音韻符号化能力の測定に関しては、Test of Word 
Reading Efficiency（TOWRE：Torgesen, Wagner, & Rashotte, 1999）の実在語リストを用いた。 

その結果、音韻符号化能力が、すべての測定値に有意な効果があることを確認し、音韻符号化
能力が高い日本人英語学習者が英文を読む際に、よりグローバル方略を取る傾向であることが
わかった。なお。単語の特性(語長、使用頻度)に関する結果は、研究成果(1)での分析結果と一
致した。全体として、本研究の結果は、Kuperman & Van Dyke (2011)の英語母語話者を対象とし
た研究結果と一致し、L2 読解の音韻符号化能力がどのように眼球運動を介して効率的な L2 読解
に貢献することができるかを示した。 

本研究成果は、梁・吉川(2021)でまとめて発表した。 
 

(3) 読解方略のメタ認知が単語における再注視率に及ぼす影響について  

英語学習者の英文読解における読解方略のメタ認知と英文読解時における再注視率との関係

について、上記した The Metacognitive Awareness of Reading Strategies (Mokhtari & 

Reichard, 2002）によるアンケート項目を利用し、読解方略のメタ認知が英文読解における単語

への再注視に及ぼす影響を調べた。分析は、R.Corpus の一部の眼球運動データ(英文 90 文)をも

とに、Problem Solving Strategy (アンケート項目の例：読んでいる内容に応じて，読むスピー

ドを調整している)を焦点に行った。なお、英語の習熟度の指標として、学習者の TOEFL ITP®テ

ストのスコアを利用した。 

再注視率および凝視継続時間に関する結果は図 3 および図 4 で示している通りです。図 3 は

Problem Solving Strategy, 語長と英語習熟度の効果と再注視率に対する交互作用を示してい

る。Problem Solving Strategy に対するメタ認知のレートが習熟度および語長の要因を依存し

ながらも、再注視率に影響を及ぼすことがわかった。 

  

図 3(左) Problem Solving Strategy, 語長と習熟度の効果と再注視率に対する交互作用 

図 4(右) Problem Solving Strategy, 語長と習熟度の効果と凝視継続時間に対する交互作用 

(Problem Solving Strategy のレートが高いほど方略をより使用していることを学習者が認識

している；Intermediate L2 readers = 中級英語学習者, Advanced L2 readers = 上級英語学

習者；Short Words = 短い単語；Long Words = 長い単語) 

 

 一方、図 4 は Problem Solving Strategy, 語長と英語習熟度の効果と凝視継続時間に対する

交互作用を示している。結果は図 3 の再注視の結果と類似しており、Problem Solving Strategy

に対するメタ認知のレートが習熟度および語長の要因を依存しながらも、凝視継続時間に影響

を及ぼすことがわかった。再注視に関する実験結果と合わせ、本研究の結果から、学習者の英文

読解における読解方略のメタ認知と英文読解時における再注視との関連が明らかとなり、単語

の認知方略が読解のメタ認知と関連する可能性を示唆した。 

本研究成果は、学会発表を通して発表した(梁・吉川, 2022)。 

 

(4) Cloze テストによる単語の予測度に関する調査について 
新型コロナウイルス感染症の拡大の影響のため、予定していた単語の予測度に関する調査計

画の進捗は大幅に遅れていた。なお、調査手法の詳細、調査の規模を見直し、最初の計画より少
人数のデータを収集し、調査を進めた。収集したデータは現在分析中である。今後はデータ分析
を終え次第、調査の結果を発表する予定である。 
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